山梨県コンクール　三部　佳作賞
楽しくごはんを食べるために
北杜市立甲陵中学校二年　
前田　美玖
夕飯は必ず楽しく食べること。それが我が家の決まりだ。私の両親は共働きで夜まで帰ってこないことが多い。だから家族全員集まるときには楽しくいよう、と決めたのだ。
うちは五人家族だ。父と母、兄、妹、そして私だ。私と兄は年が近いからよくケンカをする。小さい頃は一時間もたてばケロッと何事もなかったかのように遊びはじめたりしていたそうだが今はそうはいかない。お互いに罵倒し合い、挑発し、しまいには手をあげることもある。だから夕飯の時間までもちこむこともあり、私はふとさびしい気持ちになる。しかし我が家にはそんな険悪な空気をも消しさってしまう、魔法のような一品がある。それはカレーライスだ。これが夕食にでると、たちまちみんな笑顔になって明るくなる。母に聞くと、私と兄が大ゲンカをした時にはなるべくカレーライスを作るよう、心がけていたらしい。実は夕飯の時間を楽しく過ごそうと提案したのも母だ。いつもがんばって仕事をし、帰ってきたらみんなにおいしいご飯を作り、夕飯の時間に冗談を言って場を明るくする。私は反抗期で母に悪態を吐いてばかりだ。今、ふり返ってみると自分にも家族の雰囲気を悪くする原因があることに気づく。では私には何ができるのか。まずは「食事はできて当たり前」という認識を消さなければいけない。お米一つとっても私が食べられるのは、土をつくる自然があり、お米を育ててくださる農家さんがいて、炊くための炊飯器を開発してくれる人がいて、そしてそれを私たちに食べさせてくれる母がいてこそなのだ。そのどれか一つでも欠けたらおいしく食事ができない。私たちがそのお米を食べられているのは奇跡といっても過言ではないと思う。しっかりその奇跡に「いただきます」と感謝することをしなければならない。
次に物事をポジティブに考えることが大切だと思う。普段から楽しく、プラスに考えて生活していれば心にも余裕ができてケンカや親に当たり散らすこともなくなる。すると家庭の雰囲気が良くなり、おいしく、楽しく食事の時間を過ごすことができる。
つまり私に出来ることは食事ができることの有難みをしっかり心に入れ、楽しく夕飯の時間を過ごすために日常生活をポジティブにおくることだ。しかしここで私が最も重要だと考えるポイントがある。それは、これを事務的に行ってはいけない、ということだ。事務的に行うと逆効果になることがあると思う。感謝しポジティブに考えるというのは心から行う言動で、それを淡々とロボットのようにこなすことはまず、できない。なぜなら自然に心をこめてこそ成り立つ言動だからだ。もし事務的に行ったら見ている人も良い気持ちにはならないだろう。なにか悪いことをして、別に思っていもいないのに謝るのと一緒だ。だから自分にできること一つ一つ心をこめて行うべきだ。
考えてみると夕飯を楽しく食べられているのも家族が今まで先ほどのような行動を心からとってくれていたからなのだ。私は今までそれに甘えてきたということになる。だから、さらに充実した時間を過ごせるよう、または家族が落ちこんでいる時に私が雰囲気を作れるようにたくさんの人に感謝して、ごはんを食べたいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

